
 

 

 

 

 

 

 

１１月２２日（水）第２回学校運営協議会を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

                                      

                                      

伊達市立東小学校 
コミュニティスクール通信 

   第２号 
 令和５年１１月２７日 

発行 

発 
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長鯨丸（ちょうげいま

る）は、明治３年、亘理

からの第１回移民団

２５０名を乗せ、新天

地を目指して船出し

ました。 

◆◆協議内容 （司会 永井委員）◆◆ 

（１）授業参観の感想交流 

（２）全国学力・学習状況調査結果 

（３）伊達市体力テスト結果 

（４）全国学力・学習状況調査 

（５）いじめ・不登校の実態 

（６）姉妹校亘理小学校との交流 

（７）通学路について 

（８）「東小の教育」に関する学校運営協議会アンケート 

（９）その他 運営協議会委員からのご提案・意見・質問等 

 

【協議より】 

（１）授業参観の感想等交流 

  ・たんぽぽ学級の行事「お店屋さん」で１～６年生 

が一緒になり、学年の壁を越え、力を合わせて 

活動している様子がすごくいいことをやっている 

と思った。 

  ・２年生と６年生の授業でタブレットを使いこな 

し、意欲的に取り組んでいた。目標に向かって 

学んでいると感じた。 

  ・６年生の道徳で、いじめを題材に公平な態度に 

ついてタブレットに考えを打ち込んでいたが、子ど

もたち一人一人の考えの発表場面が見られるとよ

かった。親にも子どもたちの考えが伝わることが大

切だと思う。 

  ・たんぽぽ学級の授業で、今日の授業（お店屋さ 

ん）に向けて、物を作ったり、説明を練習したり、い

ろいろ準備して臨んだことが伝わった。子どもたち

も一生けん命でよかった。２年生の道徳でも相手

にどう注意をすればよいかよく話し合っていた。実

際に何かあったとき、どういう行動を取れるか、大

事なことだと思う。 

 

（２）全国学力・学習状況調査結果 

 ・全国平均越えの結果について、課題を焦点化して 

先生方も子どもたちもしっかりとがんばった成果が 

この日は、参観日で

2、6 年生「道徳」、

たんぽぽ学級行事

「お店屋さん」の様

子も参観していただ

きました。 

取り組み、先生方も子どもたちもしっかりとがんばっ

た成果が出ている。 

 

（３）伊達市体力テスト結果 

 ○課題のあった「２０Mシャトルラン」「５０M走」で昨 

年度からの改善は見られるものの全国平均との比 

較では課題が残る結果となっている。 

・室蘭や近隣の市町との結果はどのようになってい

るのだろうか。 

・楽しく走力を付けられるとしたら、遊びの中で鬼ご

っこに取り組ませるのはどうか。最近は、あまり公

園などでそのよう遊びをしているのを見かけない。 

・缶蹴りやだるまさんが転んだなど、昔の遊びへの取

組が効果的ではないか。 

 

（４）いじめ・不登校の実態 

 ＜いじめについて＞ 

  ・アンケートの「嫌なことがある」と回答した児童やい

じめ認知した内容での男女比はどうなっているか。 

アンケートは無記名で行っているか。 

→男女比までは出していない。 

→いじめ認知したケースについては、同性間でのも

のがほとんどである。アンケートは無記名で行って

いるが、タブレットで回答してもらい、「嫌なことが



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある」と回答したものについては把握し、聞き取

りや指導などを行っている。いじめについては

見えていないものもあると思う。改めて保護者・

地域の方にも子どもたちの見守りをお願いした

い。実際、ご協力もいただいている。いじめの認

識についても、された子が傷ついていればいじ

め認知を行うという先生方の意識も高くなって

きている。いじめはどこででも起こり得るものと

して、「見逃し三振」をしないようにしようという

ことで取り組んでいる。 

 ＜不登校について＞ 

 ・放課後登校について、担任が対応しているの 

か。 

  →担任だけではなく、チームで対応している。 

 ・不登校の理由となっているものの中には、医療的 

なケアが必要な児童もいるのでは。スクールカウン 

セラーの配置などはどのようになっているのか。 

  →伊達市で１名おり、週１日伊達中と光陵中を拠 

点に要望のあった学校に派遣している。児童生 

徒だけでなく、保護者のカウンセラーも受け付 

けている。 

 ・一例だが、不登校のお子さんが登校するきっかけ 

として、通所支援事業所に午前中来て、理学療法 

士と一緒に体を動かし学校へ行くということを行 

い、再び、登校できるようになった。何がきっかけ 

になるか分からない。子どもの居場所をどう確保 

していくかということも大切だと思う。その手伝い 

が通所支援事業所でもできるかもしれない。 

・伊達市には不登校生徒の受け入れ先としてフェニ 

ックスを週３回やっている。不登校児童生徒は令 

和４年度は全国で３０万人弱いる。誰にでも起こり 

得るものとして取り組んでいく必要がある。 

 

（５）地域人材の協力について 

 ○地域の方を学校に呼び戻したい。年間５回行っ 

ているクラブを切り口にしたい。今年度は茶道ク

ラブに地域の方に来ていただいき、２９名が指導

を受けている。次年度は、NPO法人森・水・人ネ

ットや校区にお住まいの防災マスターの方にご協

力いただき「自然クラブ（仮）」や「有珠山クラブ

（仮）」など広げていきたい。「おらが町の子どもた

ちを育てる」ということで、地域とwin- winの関

係を築き、地域の方がどんどん来る学校にできる 

 

よう地域連携を重点化して取り組んでいきた

い。学校運営協議会の皆様にはそのつなぎ役

をお願いしたい。 

・先生たちが忙しすぎる状況を解消でき、子ども

たちを見る余裕ができることにつながるとよい。 

 

（６）姉妹校亘理小学校との交流 

○次年度は受け入れの年となる。民泊の協力先 

探しなどのご協力をいただきたい。 

 

（７）通学路について 

○さくら歯科前の交差点に右折レーン設置予定 

あり。 

 

（８）「東小の教育」に関する学校運営協議会アン

ケート 

 ○１２月７日まで 

 

（９）その他 運営協議会委員からのご提案・意見・

質問等 

 ・スクールバスのトラブルなどはないか。バスの中 

でどう過ごしているのか気になっている。 

 →バスの中で騒いだ、運転手の注意を聞かなか 

った、吹き溜まりでバスが遅れたといったこと 

があった。年度始めや指導が必要なことがあっ 

たときは、職員が同乗している。バス会社から

も連絡をもらうようにしている。 

・合同学校運営協議会について、第１回目は顔合 

わせの内容だったが、今後の見通しはどうなっ 

ていくのか。 

→別の学校の事例になるが、同じ中学校区で中 

学校卒業時の１５歳の姿（目指す子ども像）を 

描き、各校の特色を生かした取組を行ってい 

る。学校・保護者・地域が、どのような子どもに 

育てたいか、目指すことが分かるようにしてい 

る。その中では、小学校の委員が中学校の授 

業を観に行くということも考えた。まずは、各校 

の教育目標から共通項を見いだし、どのような 

力をつければよいか、どのような子どもに育て 

たいか、委員さんたちに話し合っていただき、 

各校の学校運営協議会で協議していくのがい 

いのではないか。 

 ・小学校と中学校のイメージが同じじゃないと親 

も迷うことが出てくる。目標みたいなものが定ま 

るといい方向に行くと思う。 

 


